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平成 22 年 10 月５日 

 
各      位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年４月 14 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしました

のでお知らせいたします。 
 

記 

 
１． 平成 23 年２月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正 

（平成 22 年３月１日～平成 22 年８月 31 日） 

 （単位：百万円） 

   売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想             （Ａ） 1,500 15 15 15 0 円 48 銭

今 回 発 表 予 想             （Ｂ） 1,883 36 44 △35 △1 円 16 銭

増  減  額           （Ｂ－Ａ） 383 21 29 △50 ―

増 減 率             （％） 25.6 141.2 197.9 ― ―

（ご参考）前期第 2四半期実績 
（平成 22年 2 月期第 2四半期） 

542 △131 △145 △133 △4 円 29 銭

 

 

２．平成 23 年２月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年３月１日～平成 23 年２月 28 日） 

 （単位：百万円） 

   売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想             （Ａ） 3,500 70 70 65 2 円 10 銭

今 回 発 表 予 想             （Ｂ） 3,300 80 90 20 0 円 64 銭

増  減  額           （Ｂ－Ａ） △200 10 20 △45 ― 

増 減 率             （％） △5.7 14.3 28.6 △69.2 ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 22 年 2 月期） 

2,347 △200 △223 △207 △6 円 70 銭

会 社 名    株式会社プロジェ・ホールディングス 

代表者名    代表取締役社長   森 田 宏 文 

（コード番号：3114  名証・大証第二部）

問合せ先    取締役 管理本部長 清 永 信 朗 

電話番号（03）5777-5152  

当社の親会社 ス テ ラ ・ グ ル ー プ 株 式 会 社 

代表者名    代表取締役社長    津 田 由 行 

（コード番号：8206  大証第二部） 



2 

３． 平成 23 年２月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正 

  （平成 22 年３月１日～平成 23 年８月 31 日） 

 （単位：百万円） 

   売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想             （Ａ） 1,200 20 20 20 0 円 64 銭

今 回 発 表 予 想             （Ｂ） 1,540 27 30 △146 △4 円 73 銭

増  減  額           （Ｂ－Ａ） 340 7 10 △166 ―

増 減 率             （％） 28.3 37.1 50.4 ― ―

（ご参考）前期第 2四半期実績 
（平成 22 年 2 月期第 2 四半期） 

156 △97 △97 78 2 円 52 銭

 

 

４．平成 23 年２月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年３月１日～平成 23 年２月 28 日） 

 （単位：百万円） 

   売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想             （Ａ） 2,750 60 60 60 1 円 93 銭

今 回 発 表 予 想             （Ｂ） 2,600 70 70 △90 △2 円 90 銭

増  減  額           （Ｂ－Ａ） △150 10 10 △150 ― 

増 減 率             （％） △5.5 16.7 16.7 ― ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 22 年 2 月期） 

1,060 △130 △130 54 1 円 75 銭

 

 

（修正の理由） 

 （１）【連結】平成 23 年２月期第２四半期連結累計期間および通期連結業績予想について 

 当社および当社子会社（以下「当社グループ」という）の当第２四半期連結累計期間における不 

動産事業につきましては、景気の不透明感や雇用不安による消費マインドの冷え込みが拭い切れな 

い状況下、「完成物件の買取り、再販事業」がほぼ予定通りに推移したことに加え、７月には 100％ 

子会社であった株式会社グローバルコーポレーション（平成 21 年 12 月 24 日付にて解散。現在特別 

清算手続中。）から引き継いだ販売用不動産（福岡市中央区）を売却いたしました（売上高 591 百万 

円、営業利益約 57 百万円）。 

また、繊維事業を行う株式会社ドーコーボウ（以下「ドーコーボウ」という）においても、同様

に個人消費の低迷による需要不振に加え、原料の仕入価格が高騰するなど引き続き厳しい環境下に

ありますが、特殊糸や混紡糸での開発素材が順調に推移したことや、アパレル部門が２シーズン目

を迎えて軌道に乗ってきたこと、さらには経費削減の効果も見られ、売上・利益共に順調に推移し

てまいりました。しかし、８月末にアパレル部門の取引先が自己破産を申請し、約 85 百万円の特別

損失を計上するに至りました。 

 （詳細は平成 22 年９月６日付「子会社における債権の取立不能または取立遅延のおそれ、および特

別損失の発生に関するお知らせ」をご参照下さい。） 
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これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高、営業利益、経常利益は計画を上回り

ますが、当期純利益、１株当たり四半期純利益は計画を下回る見込みとなりました。 

通期連結業績予想につきましては、不動産事業における「分譲マンション開発事業（神奈川県平

塚市）」は２月の引渡し開始に向けて計画通り進行中であり、「宅地分譲事業（神奈川県横浜市）」も

追加工事の発生により工期が延びてはいるものの、１月には引渡し開始の予定であります。しかし

ながら、ドーコーボウにて発生した特別損失を埋めるには至らず、上記のとおり計画を修正いたし

ます。 

  

 （２）【個別】平成 23 年２月期第２四半期累計期間および通期個別業績予想について 

平成 23 年２月期第２四半期累計期間につきましては、上記記載のとおり、「完成物件の買取り、 

 再販事業」がほぼ予定通りに推移したことに加え、７月には 100％子会社であった株式会社グロー

バルコーポレーションから引き継いだ販売用不動産（福岡市中央区）を売却したことにより、売上

高、営業利益、経常利益は計画を上回りますが、株式会社ドーコーボウの純資産額の減少に伴い、

関係会社株式評価損として約 181 百万円の特別損失を計上することとなり、当期純利益、１株当た

り四半期純利益は計画を下回る見込みとなりました。（詳細は本日付「特別損失の発生に関するお知

らせ」をご参照下さい。） 

通期個別業績予想につきましても、不動産事業はほぼ計画通り進行中ではありますが、関係会社

株式評価損を埋めるには至らず、上記のとおり計画を修正いたします。 

 

（注）上記の予想につきましては、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

   

以上 

 


